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世
界
３０
カ
国
か
ら
１
１
３
０
社
が
出
展
す
る
日
本

大

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
見
本
市
「
第
２６
回
国
際
宝
飾
展
（
Ｉ
Ｊ
Ｔ

２
０
１
５
）
」
が
、
２１
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
華
々

し
く
開
幕
し
、
海
外
か
ら
２
０
０
０
人
を
超
す
バ
イ
ヤ
ー

が
来
場
し
、
賑
わ
い
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。

リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
�株
／
日
本
ジ
ュ
エ

リ
ー
協
会
（
国
際
宝
飾
展
の

み
）
主
催
の
「
第
２６
回
国
際

宝
飾
展
（
同
時
開
催
‥
第
３

回
ガ
ー
ル
ズ
ジ
ュ
エ
リ
ー
東

京
）
」
が
２１
日
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
幕
、
２４
日
ま

で
４
日
間
の
活
発
な
商
談
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。１

月
９
日
に
行
わ
れ
た
日

本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
の
新
年

賀
詞
交
歓
会
で
リ
ー
ド
エ
グ

ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
�株
の

石
積
社
長
は
「
今
回
の
展
示

会
に
は
、
海
外
か
ら
２
０
０

０
人
の
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場

し
、
た
く
さ
ん
買
い
つ
け
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
会
期
２

日
目
の
１８
時
半
か
ら
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
場

で
行
わ
れ
る
『
日
本
ジ
ュ
エ

リ
ー
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー

賞
』受
賞
者
の
表
彰
式
で
は
、

三
越
伊
勢
丹
と
大
丸
松
坂
屋

百
貨
店
の
社
長
が
プ
レ
ゼ
ン

タ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
大
変
盛
り
上
が

る
も
の
と
思
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
乾
杯
の
音
頭
を
と

っ
た
。

な
お
、
『
日
本
ジ
ュ
エ
リ

ー
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
』

受
賞
者
の
展
示
会
場
で
の
お

披
露
目
は
１６
時
半
か
ら
展
示

会
場
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
展
示
会
場

を
一
巡
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
前
か
ら

こ
の
展
示
会
は
様
々
な
注
目

を
集
め
て
き
た
が
、
こ
の
ほ

か
に
も
、
１
億
円
の
翡
翠
ネ

ッ
ク
レ
ス
、
６
０
０
万
円
の

純
金
の
急
須
、
約
２８
カ
ラ
ッ

ト
も
の
サ
フ
ァ
イ
ア
を
ダ
イ

ヤ
が
取
り
囲
む
８
０
０
０
万

円
の
リ
ン
グ
、
１７
�
で
１
粒

３
２
４
０
万
円
の
真
珠
な
ど

１
０
０
０
万
円
以
上
の
豪
華

・
高
額
な
宝
飾
品
が
大
集
合

す
る
。

さ
ら
に
人
気
セ
レ
ク
ト
シ

ョ
ッ
プ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専

門
誌
が
２
０
１
５
年
の
流
行

を
予
測
す
る

新
ト
レ
ン
ド

セ
ミ
ナ
ー
や
「
宝
石
も
し
く

は
装
飾
用
に
供
さ
れ
る
物
質

の
定
義
お
よ
び
命
名
法
」
説

明
会
、
真
珠
検
定
説
明
会
、

「
未
だ
成
長
続
け
る
リ
サ
イ

ク
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
」
の
宝
飾
業
界
団
体
主
催

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
見
ど
こ
ろ
満

載
の
４
日
間
と
な
る
。

◎
第
２６
回
国
際
宝
飾
展
開
幕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
面

◎
昨
年
１０
月
Ｃ
Ｍ
Ｗ
が
再
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
面

◎
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
５
会
期
変
更
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
面

◎
第
２６
回
国
際
宝
飾
展
の
見
ど
こ
ろ
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

今今号号のの主主なな話話題題

多くの来場者で大賑わいだった昨年の「国際宝飾展」今年はそれ以上の規模に（写
真上、下、右上とも昨年の第２５回国際宝飾展）

２００人超す参集者を前に挨拶する丸山会長

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

（
丸
山
朝
会
長
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
）

は
、
１
月
９
日
に
上
野
精
養

軒
で
、
平
成
２７
年
新
年
賀
詞

交
歓
会
を
開
催
し
た
。

同
会
に
は
、
来
賓
や
会
員

企
業
か
ら
２
０
０
人
以
上
が

参
加
し
盛
大
に
新
年
を
祝
っ

た
。

初
に
丸
山
会
長
は
�１
透

明
性
と
情
報
開
示
を
し
て
く

�２
商
品
の
ベ
ー
ス
を
上
げ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
養
成
す

る
�３
海
外
展
開
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
�４
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
を
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
�
	
の
４
点
を
今
年

の
目
標
と
し
て
活
動
し
て
い

く
、
と
し
て
「
皆
さ
ん
か
ら

も
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

こ
の
あ
と
経
済
産
業
省
の

高
橋
室
長
と
参
議
院
議
員
の

赤
池
氏
が
来
賓
の
挨
拶
に
続

き
、
昨
年
、
褒
章
を
受
け
た

菅
田
茂
氏
と
早
川
守
彦
氏
の

略
歴
が
紹
介
さ
れ
、
リ
ー
ド

エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン

�株
の
石
積
社
長
の
乾
杯
で
歓

談
に
移
り
、
終
始
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
新
年
の
あ
い
さ

つ
や
今
年
の
抱
負
な
ど
に
話

の
華
が
咲
い
て
い
た
。

昨
年
、
褒
賞
を
受
け
た
早
川
守
彦
氏（
右
）

と
菅
田
茂
氏
（
左
）
も
壇
上
に

挨拶する服部会長

乾
杯
は
リ
ー

ド
エ
グ
ジ
ビ

シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン
の
石
積

社
長
（
左
）

（
右
）
３
本

締
め
を
行
っ

た
涌
井
理
事

長

日
本
時
計
協
会
（
服
部
真

二
会
長
）
で
は
、
１
月
７
日

に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
平
成
２７
年
新
年
賀
詞
交
換

を
来
賓
や
会
員
ら
約
１
０
０

人
が
参
集
し
て
盛
大
に
開
か

れ
た
。

ま
ず
、
挨
拶
に
立
っ
た
服

部
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に

向
け
た
時
計
組
み
立
て
体
験

を
、
す
そ
野
を
広
げ
、
各
地

で
実
施
す
る
。
ま
た
、
お
客

が
感
動
す
る
様
な
商
品
を
業

界
上
げ
て
提
供
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
要
望
し
た
。

次
に
来
賓
の
経
済
産
業
省

の
佐
脇
課
長
は
「
政
府
は
す

そ
野
の
広
い
経
済
成
長
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
は
各

企
業
の
エ
ン
ジ
ン
の
切
り
替

え
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
挑
戦
力
を
蓄
え
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
た
。

こ
の
あ
と
全
日
本
時
計
宝

飾
眼
鏡
小
売
協
同
組
合
の
近

藤
理
事
長
の
発
声
で
乾
杯
が

行
わ
れ
、
和
や
か
な
歓
談
が

続
い
た
。

中
締
め
で
は
、
東
京
時
計

産
業
連
盟
の
涌
井
理
事
長
が

「
時
計
の
持
っ
て
い
る
ワ
ク

ワ
ク
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う
な

商
品
を
ユ
ー
ザ
ー
に
届
け
る

年
に
し
た
い
」
と
し
て
３
本

締
め
を
行
っ
た
。

発 行 所

�時計工芸新聞社
編集発行人 榎 本 卓 生

本 社 東京都台東区上野１―９―６

〒１１０―０００５

ＴＥＬ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ８ ８ ６

ＦＡＸ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ２ ８ ７

振 替 ０１９０―２―１３６９４７

円相場

１２０．３８円

１１９．１８〃

１１９．０４〃

１１９．８０〃

１１９．４３〃

１１８．２４〃

１１７．０８〃

１１７．６６〃

１１６．５４〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

６９．０１円

７０．０９〃

７０．９５〃

７１．７１〃

７１．２８〃

７１．１７〃

７２．９０〃

７１．８２〃

７１．７１〃

Pt

５，０９８円

５，０９４〃

５，０９５〃

５，１３１〃

５，１４６〃

５，１５８〃

５，１５４〃

５，１１３〃

５，１３６〃

金

４，９９２円

５，０３２〃

５，０５４〃

５，０６５〃

５，０７２〃

５，０９８〃

５，０８１〃

５，０６１〃

５，１２４〃

日 付

１月５日�月
６日�火
７日�水
８日�木
９日�金
１３日�火
１４日�水
１５日�木
１６日�金

貴金属地金相場旬報

技技術術とと信信頼頼ををおお届届けけししまますす

指輪空枠・アクセサリー製造

デザイン・原型・ゴム型・キャスト・
磨き・石留までの一貫生産体制

［定 休 日］ 日・祝日、第２・第４土曜日

［営業時間］ ９：３０～１８：００

有限会社トーヨー精工
〒１１０―００１６ 東京都台東区台東３―２２―５（イエローテントが目印）
ＴＥＬ ０３―３８３５―１１５７ ＦＡＸ ０３―３８３５―２７２８

ホームページアドレス http://www.toyo―seiko.jp/

２１日から２４日 東京ビッグサイト
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日
本
最
大
１
１
３
０
社
出
展

海
外
３０
カ
国
か
ら
２
千
人
超
す
バ
イ
ヤ
ー

時
計
工
藝
新
聞
購
読
と
広
告
掲
載
の
お
申
込
み
は
�
０
３
―
３
８
７
４
―
４
８
８
０
ま
で

４４
面面
にに
国国
際際
宝宝
飾飾
展展
おお
買買
得得
商商
品品

２
０
０
人
以
上
が
参
集
新
年
祝
う

丸
山
会
長
が
４
大
目
標
発
表

新新年年賀賀詞詞交交換換会会日日本本時時計計協協会会 日日本本ジジュュエエリリーー協協会会

参
集
者
１
０
０
人
前
に
力
強
く
挨
拶

服
部
会
長「
感
動
の
商
品
を
」
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一
時
休
会
の
状
態
に
あ
っ

た
「
日
本
時
計
師
会
」
が
、

平
成
２５
年
１０
月
に
再
開
（
会

長
・
末
和
海
）
、
平
成
２６
年

か
ら
「
Ｃ
Ｍ
Ｗ
試
験
」
を
実

施
す
る
事
が
出
来
、
同
会
で

は
、
機
関
誌
「
調
時
」
を
再

発
行
す
る
事
に
な
り
、
昨
年

１２
月
に
「
調
時
８７
号
」
が
発

行
さ
れ
た
。

日
本
時
計
師
会
再
発
足
に

当
っ
て
、末
和
海
会
長
は「
こ

の
度
の
日
本
時
計
師
会
の
再

発
足
に
あ
た
り
、
過
去
６０
年

余
り
の
経
過
を
振
り
返
っ
て

そ
の
意
義
と
目
的
の
確
認
を

試
み
る
と
と
も
に
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
会
員
の
賛

同
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
９
５
３
年
時
計
ユ
ー
ザ

ー
か
ら
「
壊
し
屋
」
と
揶
揄

さ
れ
た
我
が
国
の
時
計
師
の

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る

べ
く
、
世
界
一
の
時
計
消
費

国
で
あ
り
、
流
通
の
修
理
技

術
で
も
ト
ッ
プ
を
誇
る
ア
メ

リ
カ
の
時
計
学
会（
Ｈ
Ｉ
Ａ
）

の
公
認
時
計
師
試
験（
Ｃ
Ｗ
、

Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
試
験
）
を
導
入

す
る
目
的
で
、
Ｈ
Ｉ
Ａ
日
本

支
部
が
発
足
（
山
口
隆
二
、

井
上
信
夫
、
小
林
敏
夫
）
５４

年
に
は
Ｈ
Ｉ
Ａ
の
公
認
上
級

時
計
師
（
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
）
試

験
が
日
本
国
内
で
受
験
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
（
初
年
度

・
角
野
常
三
、
末
和
海
が
合

格
）
、
そ
の
後
１

９
８
０
年
ま
で
の

２７
年
間
に
亘
っ
て

メ
ー
カ
ー
を
含
む

業
界
全
体
か
ら
８

０
０
名
の
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
が
誕

生
し
た
。
５６
年
に
は
Ｃ
・
Ｍ

・
Ｗ
試
験
合
格
者
で
「
日
本

調
時
師
協
会
」
（
Ｊ
Ｔ
Ｍ
）

を
結
成
し
（
代
表
幹
事
‥
末

和
海
）
、
同
年
Ｊ
Ｔ
Ｍ
機
関

誌
と
し
て
ガ
リ
版
の
「
グ
ノ

モ
ン
」
誌
（
季
刊
）
の
発
行

を
開
始
、
５７
年
に
「
日
本
時

計
研
究
会
」
の
前
身
で
あ
る

「
Ｊ
Ｔ
Ｍ
関
東
班
」
（
山
野

茂
代
表
）
が
発
足
、
又
同
年

に
は
「
グ
ノ
モ
ン
」
誌
を
月

刊
と
し
活
版
化
し
た
。
（
編

集
・
発
行
‥
高
橋
昭
雄
、
山

下
吉
男
）
。
６０
年
Ｃ
・
Ｍ
・

Ｗ
試
験
の
実
施
団
体
で
あ
る

「
Ｈ
Ｉ
Ａ
」
日
本
支
部
を
発

展
的
に
解
消
し
、「
Ｊ
Ｔ
Ｍ
」

に
統
合
し
た
（
会
長
‥
角
野

常
三
）
、
ま
た
同
時
に
Ｃ
Ｍ

Ｗ
試
験
も
「
Ｊ
Ｔ
Ｍ
」
で
独

自
に
実
施
開
始
（
Ｃ
・
Ｍ
・

Ｗ
試
験
実
施
委
員
長
‥
篠
田

軍
治
）
し
た
。
６２
年
「
Ｊ
Ｔ

Ｍ
」
機
関
誌
と
し
て
「
調
時
」

を
創
刊
し
「
グ
ノ
モ
ン
」
は

一
般
商
業
誌
と
し
て
分
離
し

た
。
６８
年
「
日
本
調
時
師
協

会
（
Ｊ
Ｔ
Ｍ
）
」
を
改
組
、

改
名
し「
日
本
時
計
師
会（
Ｊ

Ｗ
Ｉ
）
‥
小
林
敏
夫
会
長
」

と
な
っ
た
。
７０
年
代
か
ら
市

場
に
出
始
め
た
ク
オ
ー
ツ
式

時
計
は
、
従
来
の
メ
カ
式
時

計
と
異
な
り
、
精
度
は
ケ
タ

違
い
に
良
く
、
ほ
ぼ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
リ
ー（
修
理
不
要
）

で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
相
ま

っ
て
、
急
激
に
普
及
し
、
近

い
将
来
メ
カ
式
時
計
は
完
全

に
駆
逐
さ
れ
て
ゼ
ロ
化
す
る

と
予
測
す
る
気
の
早
い
専
門

家
も
い
た
。

業
界
の
修
理
作
業
は
激
減

し
、
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
試
験
は
８０

年
度
を
最
後
に
中
断
し
、
日

本
時
計
師
会
本
部
も
機
関
誌

「
調
時
」
８６
号
（
９４
年
２
月

発
行
）
以
降
の
休
刊
と
同
時

に
「
本
部
名
称
は
現
状
の
ま

ま
残
し
、
会
費
は
無
料
と
す

る
」
と
の
宣
言
の
も
と
に
、

一
時
休
眠
態
勢
に
入
っ
た
。

国
内
メ
ー
カ
ー
の
開
発
や

生
産
技
術
も
７０
年
代
一
時
は

世
界
水
準
に
達
し
た
か
に
見

え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
特
に

メ
カ
時
計
で
は
ス
イ
ス
に
大

き
く
遅
れ
を
取
り
、
現
状
で

は
失
地
回
復
は
殆
ど
不
可
能

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

流
通
業
界
全
体
で
は
顧
客

満
足
度
１
０
０
％
を
目
指
す

為
に
も
サ
ー
ビ
ス
対
価
の
国

外
流
失
を
削
減
す
る
為
に
も

抜
本
的
な
対
策
が
緊
急
に
必

要
と
の
認
識
が
高
ま
り
、
特

に
「
テ
ク
ノ
・
ス
イ
ス
社
」

の
山
田
喜
久
男
社
長
（
７３
年

Ｊ
Ｗ
Ｉ
―
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
）
が

２
０
１
１
年
に
某
業
界
紙
に

１
年
間
に
亘
っ
て
投
稿
し
た

問
題
提
起
に
よ
り
、
多
数
の

Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
が
触
発
さ
れ
て
、

２
０
１
２
年
１１
月
か
ら
Ｃ
・

Ｍ
・
Ｗ
試
験
の
再
開
を
最
優

先
目
的
と
す
る
日
本
時
計
師

会
の
再
発
足
に
向
け
て
の
活

動
を
開
始
し
た
。

当
初
「
我
が
国
時
計
技
術

技
能
の
将
来
を
考
え
る
会
」

（
取
り
敢
え
ず
の
事
務
局
‥

末
和
海
）
で
活
動
を
開
始
し

た
時
点
で
は
、
活
動
の
趣
旨

に
は
大
い
に
賛
同
す
る
が
高

齢
の
た
め
に
退
役
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
幾
つ
か

の
紆
余
曲
折
を
経
て
１３
年
１０

月
１
日
よ
う
や
く
Ｊ
Ｗ
Ｉ

（
暫
定
会
長
‥
末
和
海
）
の

正
式
再
発
足
に
漕
ぎ
着
け
ま

し
た
。
再
発
足
時
１２
名
で
あ

っ
た
メ
ン
バ
ー
も
現
在
（
１４

年
９
月
２０
日
）は
名
誉
会
員
、

賛
助
会
員
、
正
会
員
、
準
会

員
、
合
計
２１
名
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
（
名
誉
会
員
‥
角

野
韶
炳
、
会
長
‥
末
和
海
、

副
会
長
‥
山
田
喜
久
男
、
桑

名
才
次
、
池
宮
俊
二
、
監
査

役
‥
加
藤
實
、
総

合
企
画
広
報
部
長

‥
磯
崎
輝
男
、
Ｃ

・
Ｍ
・
Ｗ
試
験
本

部
長
‥
山
田
喜
久

男
）Ｃ

・
Ｍ
・
Ｗ
試
験
に
就
い

て
は
一
次
試
験
が
５
月
に
関

東
、
関
西
の
２
会
場
で
行
わ

れ
、
４
名
の
受
験
者
中
１
名

が
合
格
。
２
次
試
験
が
１２
月

に
関
西
で
行
わ
れ
た
。

【
受
験
要
領
】

�１
受
験
資
格

厚
労
省
技
能
試
験
検
定
一

級
合
格
者
、
ま
た
は
同
等
以

上
の
実
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
で
当
会
指
定
の
「
Ｃ

・
Ｍ
・
Ｗ
試
験
受
験
仮
申
し

込
み
」
を
受
理
さ
れ
た
者

�２
受
験
申
し
込
み
（
別
添

申
込
用
紙
に
洩
れ
な
く
必
要

事
項
記
入
の
上
、
本
部
事
務

所
に
郵
送
の
事
）

一
次
試
験
受
験
申
込
受
付

開
始
３
月
１
日
、
締
切
り
３

月
３１
日
必
着
。
二
次
試
験
受

験
申
込
受
付
開
始
８
月
１

日
、締
切
り
８
月
３１
日
必
着
。

（
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合

格
者
【
有
効
期
限
３
年
】
の

み
が
受
験
で
き
る
も
の
と
す

る
）�３

受
験
料

一
次
試
験

￥
５
０
０
０

０
、
日
本
時
計
師
会
会
員
￥

４
０
０
０
０
。
二
次
試
験

￥
１
５
０
０
０
０
、
日
本
時

計
師
会
会
員

￥
１
４
０
０

０
０
。
（
受
験
料
は
消
費
税

を
加
え
、
受
験
申
込
時
に
指

定
口
座
に
納
入
す
る
も
の
と

し
以
後
の
返
還
は
認
め
な

い
）�４

試
験
実
施
日

一
次
試
験

４
月
下
旬
～

５
月
上
旬
の
連
続
２
日
間

（
状
況
に
よ
り
前
後
半
日
を

準
備
及
び
撤
収
に
当
て
る
）

二
次
試
験

９
月
下
旬
～

１０
月
上
旬
の
同
３
日
間
（
同

上
）�５

試
験
課
題

一
次
試
験

第
１
日

学

科
２
５
０
題
～
３
０
０
題

５
時
間
。
同
第
２
日

図
面

に
よ
る
テ
ン
真
と
巻
き
真
の

製
作

８
時
間
。学
科
問
題
、

課
題
図
面
の
持
ち
出
し
、
複

写
、
模
写
、
音
読
録
音
等
は

厳
禁
と
す
る
。
（
添
付
の
参

考
図
面
に
よ
り
必
要
材
料
を

持
参
す
る
事
、
又
試
験
会
場

は
火
気
厳
禁
な
の
で
材
料
の

調
質
や
巻
き
真
の
ね
じ
切
り

等
の
工
程
順
を
工
夫
す
る

事
）。二

次
試
験

第
１
～
３
日

機
械
（
メ
カ
）
式
時
計
２

個
の
修
理
調
整

各
日
８
時

間
（
合
計
２４
時
間
）
（
輸
入

提
げ
時
計
の
破
損
部
品
の
製

作
を
含
む
修
理
と
輸
入
巻
腕

時
計
の
修
理
調
整
課
題
）

試
験
に
使
用
す
る
時
計
は

支
給
し
、
採
点
後
受
験
者
は

返
却
す
る
。

�６
試
験
地
及
び
試
験
場

試
験
地
は
原
則
と
し
て
本

部
所
在
の
関
東
と
関
西
で
開

設
す
る
が
、
受
験
者
数
に
よ

り
何
れ
か
一
箇
所
と
な
る
場

合
も
考
え
ら
れ
る
。
試
験
場

は
、
通
常
の
会
議
室
或
い
は

事
務
室
で
作
業
は
通
常
の
会

議
用
机
（
机
上
面
高
さ
７５
�

前
後
）
等
な
の
で
、
高
さ
１０

～
２０
�
程
度
の
卓
上
補
助
作

業
台
を
持
参
す
る
等
考
慮
す

る
事
。
又
、
照
明
器
具
、
歩

度
測
定
器
、
時
計
旋
盤
、
洗

浄
設
備
、
時
計
修
理
工
具
一

式
等
受
験
者
各
自
で
持
参
す

る
事
。
な
お
各
種
携
帯
電
話

機
、
無
線
機
、
ラ
ジ
オ
、
カ

メ
ラ
、
コ
ピ
ー
機
、
録
音
機

等
は
持
込
み
厳
禁
と
す
る
。

�７
結
果
発
表

一
次
試
験
の
合
否
の
結
果

は
６
月
３０
日
に
決
定
し
受
験

者
本
人
に
通
知
す
る
。

二
次
試
験
の
合
否
は
１１
月

３０
日
に
決
定
し
受
験
者
本
人

に
通
知
す
る
と
同
時
に
公
表

す
る
。

▽
日
本
時
計
師
会
本
部
事

務
局
‥
〒
１
１
０
―
０
０
１

６
東
京
都
台
東
区
台
東
４
―

２９
―
１５
、
上
野
永
谷
タ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
３
Ｆ
―
３
０
２
号
、

�
０３
・
５
８
１
７
・
４
３
８

３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
・
５
８
１
７

・
４
３
８
４
。

尚
、
平
成
２７
年
度
「
Ｃ
・

Ｍ
・
Ｗ
試
験
」
の
仮
申
し
込

み
を
受
け
付
け
中
で
、
締
め

切
り
は
２
月
末
日
ま
で
。

〈右から〉角野韶炳氏、末和海氏、山田喜久男氏

日
本
時
計
研
究
会
（
早
川

隆
司
会
長
）
は
、
１
月
８
日

午
後
６
時
３０
分
か
ら
台
東
区

立
上
野
区
民
館
で
、
「
平
成

２７
年
度
日
本
時
計
研
究
会
定

時
総
会
」
を
開
催
し
た
。

総
会
は
加
藤
實
理
事
の
司

会
で
開
会
。早
川
会
長
は「
昨

年
桑
名
前
会
長
よ
り
会
を
引

き
継
ぎ
、
模
索
し
な
が
ら
の

１
年
で
し
た
が
、
当
会
は
歴

史
あ
る
会
で
昭
和
４０
年
に
関

東
時
計
研
究
会
か
ら
今
日
の

日
本
時
計
研
究
会
に
名
称
が

変
更
に
な
り
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
私
は
、
１
９
５
６

年
か
ら
当
時
Ｃ
・
Ｍ
・
Ｗ
の

資
格
を
持
っ
て
い
た
堀
田
先

生
の
指
導
の
も
と
工
具
作
り

か
ら
細
か
い
道
具
作
り
ま
で

指
導
を
受
け
ま
し
た
が
こ
の

先
生
も
当
会
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
昨
年
か
ら
再
開
さ

れ
た
Ｃ
Ｍ
Ｗ
の
試
験
に
も
挑

戦
さ
れ
、
古
い
時
計
の
修
復

が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

下
さ
い
。
会
で
も
役
立
つ
課

題
を
提
案
し
て
参
り
ま
す
」

と
挨
拶
し
、
来
賓
代
表
で
Ｃ

・
Ｍ
・
Ｗ
会
長
、
日
本
時
計

研
究
会
名
誉
会
員
末
知
海
氏

が
挨
拶
し
、
引
き
続
き
総
会

に
移
り
、
平
成
２６
年
度
事
業

経
過
報
告
を
木
村
理
事
、
収

支
決
算
報
告
を
早
川
会
長
、

会
計
監
査
報
告
を
木
村
理

事
、
平
成
２７
年
度
収
支
予
算

案
を
竹
中
理
事
、
新
名
誉
会

員
（
桑
名
才
次
・
加
藤
實
）

が
紹
介
さ
れ
、
役
員
の
改
選

で
は
、
過
日
の
選
考
委
員
会

の
決
定
案
を
発
表
・
承
認
さ

れ
た
。
新
役
員
に
は
「
顧
問

�
桑
名
才
次
、
加
藤
實
。
会

長
�
早
川
隆
司
、
副
会
長
�

山
本
竜
爾
・
木
村
好
一
。
理

事
�
金
川
恵
治
・
竹
中
茂
喜

・
松
田
翔
。
会
計
監
査
�
木

村
好
一
。
名
誉
会
員
�
末
和

海
・
喜
連
川
純
・
野
元
輝
義

・
桑
名
才
次
・
加
藤
實
。
技

術
顧
問
�
末
和
海
・
加
藤
實

・
東
谷
宗
郎
・
小
枚
昭
一
郎

・
山
田
喜
久
男
・
佐
々
木
勝

浩
」
が
承
認
さ
れ
、
新
会
員

早
川
会
長
が
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
と
挨
拶
し
、
竹
中
理
事

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

定時総会で挨拶する早川会長

（
一
社
）
日
本
時
計
輸
入

協
会
（
小
谷
進
理
事
長
）
は

１
月
８
日
午
後
４
時
か
ら
丸

の
内
の
東
京
会
館
で
「
２
０

１
５
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
パ
ー
テ

ィ
」
を
開
催
、
会
員
・
関
係

団
体
と
多
勢
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
小
谷

理
事
長
は
「
時
計
は
今
年
か

ら
さ
ら
に
数
年
良
く
な
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
い

う
の
も
Ｉ
Ｔ
企
業
大
手
の
ア

ッ
プ
ル
社
が
時
計
部
門
に
参

入
し
て
き
た
事
で
、
若
者
へ

の
時
計
に
関
心
が
出
て
腕
時

計
へ
の
興
味
が
更
に
多
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当

会
場
も
来
年
は
改
装
で
別
の

会
場
に
移
り
ま
す
の
で
新
し

い
感
覚
で
ス
イ
ス
の
時
計
を

魅
力
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、

ス
イ
ス
大
使
館
ピ
ー
タ
ー
・

ネ
ル
ソ
ン
公
使
の
発
声
で
乾

杯
し
歓
談
し
た
。

実技試験風景、写真は昨年の合格者
・染谷氏

「今年から上昇する」
と熱く語る小谷理事長

全
国
宝
石
卸
商
協
同
組
合

関
西
支
部
、
大
阪
時
計
宝
飾

眼
鏡
商
業
協
同
組
合
、
大
阪

時
計
卸
協
同
組
合
の
３
団
体

に
よ
る
新
年
恒
例
の
「
平
成

２７
年
新
春
大
阪
・
時
計
宝
飾

新
年
互
礼
会
」
が
１
月
５
日

心
斎
橋
の
ホ
テ
ル
日
航
大
阪

で
開
か
れ
、
９０
余
名
が
集
い

新
春
を
祝
っ
た
。

今
年
は
、
大
阪
時
計
卸
協

同
組
合
の
当
番
で
行
わ
れ
、

じ
ゅ
え
り
ー
日
本
堂
比
田
勝

豊
会
長
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

「
君
が
代
」、「
一
月
一
日
」

を
斉
唱
し
て
開
会
。
３
組
合

を
代
表
し
て
、
大
阪
時
計
卸

組
河
合
暢
雄
理
事
長
代
理
で

小
谷
年
司
前
理
事
長
は
「
皆

さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
組
合
の

河
合
理
事
長
が
欠
席
の
為
私

に
挨
拶
し
ろ
と
の
事
で
急
き

ょ
挨
拶
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
今
日
で
は
有
名
ブ
ラ
ン

ド
が
高
い
宣
伝
費
を
か
け
て

世
界
で
販
売
し
て
お
り
ま
す

か
ら
消
費
者
は
そ
う
し
た
ブ

ラ
ン
ド
品
に
む
ら
が
っ
て
い

る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
大

量
生
産
時
代
か
ら
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
の
品
質
の
良
い
商
品

を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で
、
宝
石
や
時
計
も
品
質

が
良
く
て
付
加
価
値
の
高
い

商
品
を
売
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
昨
年
末
に
私
は
、
香

港
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

香
港
で
は
宝
石
も
時
計
も
良

く
売
れ
て
ま
し
た
の
で
元
気

を
出
し
て
頑
張
っ
て
下
さ

い
」
と
挨
拶
し
、
今
宮
神
社

に
よ
る
祈
祷
が
行
わ
れ
、
祝

宴
に
移
り
、
来
賓
代
表
で
大

阪
府
商
工
労
働
部
商
業
・
サ

ー
ビ
ス
産
業
課
総
括
主
査
中

西
亮
太
郎
氏
が
祝
辞
を
述

べ
、
全
国
宝
石
卸
商
協
同
組

合
関
西
支
部
鹿
野
琢
也
支
部

長
の
発
声
で
乾
杯
、歓
談
し
、

中
程
で
、
当
り
年
の
９
名
に

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
終
り

に
大
阪
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業

協
同
組
合
辰
巳
貞
一
理
事
長

の
発
声
で
万
歳
三
唱
し
て
閉

会
し
た
。

新年らしくにこやかに挨拶する小谷前理事長

東
京
国
立
博
物
館
で
は
、

２
０
１
５
年
４
月
２８
日
�火
～

６
月
７
日
�日
ま
で
、
特
別
展

『
鳥
獣
戯
画
―
京
都
高
山
寺

の
至
宝
―
』
開
催
に
先
が
け

昨
年
１２
月
１５
日
午
後
２
時
か

ら
上
野
公
園
内
の
東
京
国
立

博
物
館
平
成
館
大
講
堂
で
記

者
発
表
会
を
行
っ
た
。

同
展
は
、
東
京
国
立
博
物

館
・
高
山
寺
の
朝
日
新
聞
社

主
催
で
、
２
０
１
５
年
４
月

２８
日
�火
～
６
月
７
日
�日
ま

で
、
特
別
展
『
鳥
獣
戯
画
―

京
都
高
山
寺
の
至
宝
―
』
を

上
野
公
園
の
東
京
国
立
博
物

館
で
開
催
さ
れ
る
。

京
都
の
北
西
部
に
位
置

し
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ

れ
て
い
る
栂
尾
山
高
山
寺
に

伝
え
ら
れ
た
国
宝
「
鳥
獣
人

物
戯
画
」
は
、
日
本
の
古
美

術
の
中
で
も
最
も
知
名
度
の

高
い
絵
画
作
品
。
身
近
な
動

物
た
ち
を
擬
人
化
し
た
こ
と

で
親
し
ま
れ
、
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
と
っ
て
も
変
わ
ら

ぬ
魅
力
を
放
っ
て
い
る
。
こ

の
「
鳥
獣
戯
画
」
は
、
２
０

０
９
年
か
ら
４
年
の
歳
月
を

か
け
て
、
大
が
か
り
な
解
体

修
理
が
行
わ
れ
、
今
回
の
修

理
で
そ
の
魅
力
を
一
新
し
た

「
鳥
獣
戯
画
」
全
４
巻
を
紹

介
す
る
と
共
に
、
国
内
外
に

伝
来
す
る
同
絵
巻
の
断
簡
も

展
示
し
、
鳥
獣
戯
画
の
全
貌

を
紹
介
。
ま
た「
鳥
獣
戯
画
」

が
伝
来
し
た
高
山
寺
は
、
鎌

倉
時
代
に
明
恵
上
人
に
よ
っ

て
華
厳
教
学
の
道
場
と
し
て

再
興
さ
れ
た
。

【
鳥
獣
戯
画
・
京
都
高
山

寺
の
至
宝
】
展
概
要

▽
会
期
‥
２
０
１
５
年
４

月
２８
日
�火
～
６
月
７
日
�日
午

前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

（
金
曜
日
は
午
後
８
時
、
土

・
日
曜
、
祝
・
休
日
は
午
後

７
時
閉
館
、
入
館
は
閉
館
の

３０
分
前
ま
で
）

▽
休
館
日
‥
月
曜
日
（
た

だ
し
５
月
４
日
（
月
・
祝
）

は
開
館
、
５
月
７
日
�木
は
休

館
）▽

主
催
‥
東
京
国
立
博
物

館
、
高
山
寺
、
朝
日
新
聞
社

▽
特
別
協
賛
‥
高
島
屋

▽
協
賛
‥
三
井
物
産

▽
観
覧
料
‥
当
日
料
金
・

一
般
�
１
６
０
０
円
、
大
学

生
�
１
２
０
０
円
、
高
校
生

�
９
０
０
円
。
前
売
料
金
・

一
般
１
４
０
０
円
、
大
学
生

�
１
０
０
０
円
、
高
校
生
�

７
０
０
円
、
団
体
料
金
�
一

般
�
１
３
０
０
円
、
大
学
生

�
９
０
０
円
、
高
校
生
�
６

０
０
円
。
※
中
学
も
以
下
無

料

※
団
体
は
２０
名
以
上

※
障
が
い
者
と
そ
の
介
護
者

１
名
は
無
料
（
入
館
の
際
に

障
が
い
者
手
帳
な
ど
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。
）
※
チ
ケ
ッ

ト
取
り
扱
い
�
東
京
国
立
博

物
館
正
門
チ
ケ
ッ
ト
売
場

（
窓
口
、
閉
館
日
の
み
）
、

展
覧
会
公
式
サ
イ
ト
、
主
要

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

※
前
売
券

は
２
０
１
５
年
２
月
１
日
�日

～
４
月
２９
日
�月
販
売
。

お
問
い
合
わ
せ
は
�
０３
・

５
７
７
７
・
８
６
０
０
。日本で最も有名な絵巻「鳥獣戯

画」

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

３月

５～６

１９～２０

１６

２月

５～６

１９～２０

１２～１３

１６

１月

８～９

１９～２０

２６

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

４月２８日～６月７日 東京国立博物館で開催

平成２７年度 日本時計研究会定時総会

早川会長ら新役員承認

日
本
時
計
輸
入
協
会
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

小
谷
理
事
長「
今
年
か
ら
数
年
上
昇
」

小谷前理事長が熱い呼びかけ

今
ま
で
の
反
省
含
め
活
動
の
見
直
し
検
討

現
役
Ｃ
Ｍ
Ｗ
に
よ
る
勉
強
会
も

昨年再開したＣＭＷ試験と
「調時」復刊の勢いをさらに

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

２０１５
新
た
な
決
意

末
和
海
会
長
が
表
明

付付加加価価値値のの高高いい商商品品をを 新
春
大
阪
・
時
計
宝
飾
新
年
互
礼
会

鳥鳥獣獣戯戯画画 京京都都高高山山寺寺のの至至宝宝

�����	�
������
� 	�（第三種郵便物認可）���

�
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リ
ー
ド

エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ

ン
ジ
ャ
パ
ン
�株
／
一
般
社
団

法
人
福
井
県
眼
鏡
協
会
は
、

当
初「
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１
５
」

の
会
期
を
９
月
３０
日
�水
～
１０

月
２
日
�金
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
予
定
し
て
い
た
が
、

会
場
と
の
調
整
が
出
来
、
こ

の
度
、
会
期
を
１０
月
６
日
�火

～
８
日
�木
に
変
更
す
る
と
発

表
し
た
。

昨
年
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２
０
１

４
の
会
期
中
に
次
年
度
の
会

期
を
発
表
し
た
際
、
月
末
、

期
末
で
あ
る
こ
と
、
フ
ラ
ン

ス
で
開
催
さ
れ
る
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｍ

Ｏ
展
の
会
期
と
近
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
出
展
社
・
来
場
者

か
ら
、
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
事
務
局
に

心
配
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。
事
務
局
で
は
、
１
年

以
上
に
わ
た
り
粘
り
強
く
会

場
側
と
の
交
渉
を
続
け
て
い

た
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

遂
に
会
期
変
更
が
実
現
し
、

発
表
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
喜
ば
し
い
事
に
、

会
期
が
変
更
に
な
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
曜
日
も
火
・
水

・
木
の
開
催
と
、
来
場
す
る

バ
イ
ヤ
ー
が
一
番
来
場
し
や

す
い
と
さ
れ
る
絶
好
の
日
程

を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き

た
。こ

れ
を
受
け
、
出
展
社
を

は
じ
め
と
す
る
業
界
関
係
者

か
ら
は
、
驚
き
の
声
が
上
が

る
と
同
時
に
「
願
っ
て
も
な

い
時
期
へ
の
変
更
と
な
っ

た
。こ

れ
で
万
全
の
準
備
で
会

期
を
迎
え
ら
れ
る
」「
変
更
後

の
会
期
の
方
が
断
然
良
い
」

「
昨
年
以
上
に
盛
大
な
会
期

に
な
る
」
と
の
喜
び
の
声
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
事
務
局
で
は
、

会
期
変
更
の
ニ
ュ
ー
ス
が
瞬

く
間
に
広
が
っ
た
の
と
同
時

に
、
出
展
に
関
し
て
の
問
合

せ
が
急
激
に
増
え
て
お
り
、

ま
た
、
２
０
１
４
年
の
会
期

を
終
え
た
時
点
で
既
に
全
体

の
７５
％
の
出
展
社
が
出
展
の

申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
出
展
に
興

味
が
あ
る
方
は
至
急
ご
連
絡

を
い
た
だ
き
た
い
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。

一
富
士
、二
鷹
、三
茄
子
。

見
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ

れ
る
初
夢
だ
。

ま
た
時
計
、
メ
ガ
ネ
、
金

製
品
が
夢
に
出
て
く
る
と
幸

運
を
も
た
ら
す
と
言
わ
れ

る
。い

わ
ゆ
る
深
層
心
理
な
の

だ
が
、
時
計
は
目
的
に
向
か

っ
て
着
々
と
進
ん
で
い
る
暗

示
で
あ
り
、
メ
ガ
ネ
は
先
行

き
を
は
っ
き
り
見
通
し
て
、

計
画
や
予
定
に
障
害
が
な
い

表
れ
と
い
わ
れ
る
。

そ
し
て
金
製
品
は
金
運
に

恵
ま
れ
て
順
調
に
出
世
し
た

り
事
業
が
成
功
し
た
り
、
よ

き
パ
ー
ト
ナ
ー
が
表
れ
る
予

感
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
２
０
１
５
年
ス
ポ
ー

ツ
界
の
夢
と
言
え
ば
、
一
・

錦
織
圭
、
二
・
松
山
英
樹
、

三
・
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
だ

ろ
う
。

い
ず
れ
も
世
界
の
頂
点
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

テ
ニ
ス
の
錦
織
は
昨
年
の

全
米
オ
ー
プ
ン
で
日
本
人
初

の
準
優
勝
と
大
活
躍
し
、
ツ

ア
ー
４
勝
な
ど
で
世
界
ラ
ン

ク
は
自
己
最
高
の
５
位
ま
で

躍
進
し
た
。
「
勝
て
な
い
相

手
は
い
な
い
。
自
分
の
プ
レ

ー
を
す
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
」
と
強
気
な
発
言
を
繰
り

返
し
て
頼
も
し
い
限
り
な
の

だ
が
、
当
面
の
敵
は
ジ
ョ
コ

ビ
ッ
チ
、
フ
ェ
デ
ラ
ー
、
ナ

ダ
ル
の
ビ
ッ
グ
３
に
な
る
。

「
今
シ
ー
ズ
ン
は
多
く
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
か
ら
警
戒
さ
れ

て
、
下
か
ら
の
追
い
上
げ
も

あ
っ
て
、
や
り
に
く
い
部
分

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
昨
季
に
見
せ
た
展
開
の
速

い
攻
撃
的
な
テ
ニ
ス
を
シ
ー

ズ
ン
を
通
し
て
や
り
き
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る

飛
躍
が
期
待
で
き
る
」
と
見

る
専
門
家
は
多
い
。

ト
ッ
プ
に
近
づ
く
こ
と
で

錦
織
の
「
商
品
価
値
」
は
ぐ

っ
と
ア
ッ
プ
し
た
。
所
属
す

る
日
清
食
品
に
、ユ
ニ
ク
ロ
、

タ
グ
・
ホ
イ
ヤ
ー
、
ウ
イ
ル

ソ
ン
、
ア
デ
ィ
ダ
ス
、
デ
ル

タ
航
空
に
加
え
て
、
英
自
動

車
メ
ー
カ
ー「
ジ
ャ
ガ
ー
・
ラ

ン
ド
ロ
ー
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」

が
１０
社
目
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に

な
る
な
ど
モ
テ
モ
テ
だ
。
賞

金
と
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
金
を

含
め
て
２０
億
円
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
な
る
と
も
っ
ぱ
ら
だ
。

テ
ニ
ス
４
大
大
会
で
頂
点

を
つ
か
め
ば
、
さ
ら
に
日
本

中
が
フ
ィ
ー
バ
ー
す
る
こ
と

に
な
る
。

ゴ
ル
フ
の
松
山
は
昨
年
、

帝
王
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
ク
ラ
ス

が
ホ
ス
ト
を
務
め
る
メ
モ
リ

ア
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
米
ツ

ア
ー
初
優
勝
。
そ
し
て
凱
旋

帰
国
し
て
１１
月
の
ダ
ン
ロ
ッ

プ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
で
は
米
ツ
ア

ー
で
し
の
ぎ
を
削
る
若
手
の

ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
ス
ピ
ー
ス
を

下
し
て
２
勝
目
を
手
に
し

た
。自
信
を
つ
け
た
は
ず
だ
。

米
ツ
ア
ー
参
戦
も
３
年
目

に
な
り
移
動
や
地
域
に
よ
っ

て
変
わ
る
芝
に
も
慣
れ
て
き

た
。
左
手
首
の
古
傷
が
気
に

な
る
が
、
タ
フ
な
転
戦
で
も

成
績
を
残
し
て
今
で
は
世
界

ラ
ン
ク
１６
位
（
昨
年
１２
月
２２

日
）
。
メ
ジ
ャ
ー
４
大
会
に

出
場
で
き
る
好
位
置
を
キ
ー

プ
し
て
い
る
。

マ
ス
タ
ー
ズ
、
全
米
オ
ー

プ
ン
、
全
英
オ
ー
プ
ン
、
全

米
プ
ロ
の
メ
ジ
ャ
ー
大
会

は
、
通
常
大
会
と
雰
囲
気
も

設
定
も
違
っ
て
、
５
日
分
の

体
力
と
精
神
力
の
強
さ
が
要

求
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。日

本
男
子
ゴ
ル
フ
界
の
悲

願
と
も
い
え
る
メ
ジ
ャ
ー
で

優
勝
す
れ
ば
、
ゴ
ル
フ
ブ
ー

ム
が
一
気
に
再
燃
す
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

そ
し
て
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
だ
。
６
月
６
日
か
ら
女
子

Ｗ
杯
カ
ナ
ダ
大
会
で
連
覇
に

挑
む
。
世
界
ラ
ン
ク
は
ド
イ

ツ
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
次

ぐ
４
位
だ
が
、
Ｍ
Ｆ
宮
間
、

Ｍ
Ｆ
川
澄
、
Ｆ
Ｗ
大
儀
見
ら

前
大
会
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ

れ
て
お
り
、経
験
も
十
分
だ
。

今
年
は
錦
織
、
松
山
、
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
夢
を
託

し
て
も
よ
さ
そ
う
だ
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三

山
辰
雄
）

新年会

堀野支部長が年頭の宣言

力強く年頭の挨拶をする堀野支部長

全
国
宝
石
卸
商
協
同
組
合

関
東
支
部
（
堀
野
博
之
支
部

長
）
は
、
１
月
７
日
に
東
京

・
柳
橋
の
ベ
ル
モ
ン
ト
ホ
テ

ル
で
会
員
ら
５４
人
が
出
席
し

て
「
平
成
２７
年
新
年
会
」
を

開
い
た
。

最
初
に
堀
野
支
部
長
は

「
昨
年
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

Ｉ
Ｊ
Ｔ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ー

ル
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
し

て
き
た
。
な
か
で
も
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
は
３
０
０
０
万
円

以
上
も
売
り
上
げ
た
。
昨
年

上
海
に
行
っ
た
が
、
北
京
と

違
っ
て
空
は
青
く
、
町
は
綺

麗
だ
っ
た
。
森
ビ
ル
の
人
に

話
を
聞
い
た
が
、
１５
年
前
に

森
ビ
ル
が
土
地
を
買
っ
た
と

き
は
、
ス
ラ
ム
街
の
よ
う
だ

っ
た
が
、
こ
の
１５
年
で
大
き

く
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
に
世
界
は
動
い
て
い
ま

す
。
環
境
の
変
化
に
順
応
で

き
る
こ
と
が
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で

す
。
今
年
も
当
組
合
は
、
引

き
続
き
商
売
に
つ
な
が
る
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
中
川
理
事
長
は

「
い
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
デ
フ

レ
、
ア
ジ
ア
は
イ
ン
フ
レ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合
員

も
海
外
に
出
て
も
よ
い
が
、

自
主
規
制
を
守
っ
て
組
合
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

６５
周
年
に
は
明
る
く
集
ま
っ

て
欲
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

た
。こ

の
あ
と
、
年
男
た
ち
に

よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
川

崎
氏
の
乾
杯
に
よ
っ
て
歓

談
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
閉
会
の
辞
で
は
、
加
藤

氏
が
「
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
で
突
き
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

年
男
た
ち
に
よ
る
豪
快
な
鏡
開
き

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協

同
組
合（
木
島
公
平
理
事
長
、

東
貴
組
合
）
は
、
１
月
５
日

午
後
１
時
か
ら
約
３０
人
が
出

席
し
て
「
第
６０
回
新
年
会
」

を
開
い
た
。

ま
ず
最
初
に
木
島
理
事
長

は
「
組
合
員
が
年
々
減
少
し

て
き
て
い
る
が
、
昨
年
５
月

に
改
善
委
員
会
を
作
り
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。
継
続
は

力
な
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
組
合
で
は
�
重
続
は

力
な
り
�
で
一
歩
一
歩
進
め

て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

こ
の
あ
と
、
来
賓
の
挨
拶

に
続
き
、
今
年
１
０
２
歳
に

な
る
下
河
正
氏
が
乾
杯
の
音

頭
を
と
り
、
に
ぎ
や
か
に
歓

談
の
場
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。豪

華
賞
品
の
当
た
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
閉
会
の
辞
で
は
、
桜
井

理
事
が
「
こ
の
５
年
で
生
き

残
り
が
決
ま
る
。
皆
さ
ん
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
し
た
。

シ
チ
ズ
ン
時
計
�株
（
東
京

都
西
東
京
市
、
戸
倉
敏
夫
社

長
）
は
、
日
本
環
境
協
会
が

主
催
す
る
「
エ
コ
マ
ー
ク
ア

ワ
ー
ド
２
０
１
４
」
に
お
い

て
、
身
に
つ
け
る
時
計
を
通

じ
て
、
消
費
者
の
エ
コ
意
識

向
上
に
貢
献
し
た
と
評
価
さ

れ
、
時
計
業
界
と
し
て
初
め

て
の
最
高
賞
で
あ
る「
金
賞
」

を
受
賞
し
た
。

光
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

換
え
二
次
電
池
に
蓄
え
て
時

計
を
駆
動
さ
せ
る
「
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
」
を
搭
載
し
た
時

計
で
、
１
９
９
６
年
に
業
界

で
初
め
て
エ
コ
マ
ー
ク
認
定

を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
る
。

国
内
販
売
商
品
９９
％
ま
で
エ

コ
化
を
進
め
て
い
る
。

木島理事長が２０１５年の決意表明

藪下理事長が多くの参加に感謝の挨拶

【
眼
鏡
記
者
会
共
同
】
東

京
眼
鏡
卸
協
同
組
合
（
藪
下

守
理
事
長
）
は
新
年
賀
詞
交

歓
会
を
１
月
７
日
午
後
７
時

か
ら
東
京
・
上
野
の
伊
豆
栄

不
忍
亭
で
開
き
、
組
合
員
を

は
じ
め
Ｗ
Ｏ
Ｆ
出
展
企
業
、

政
界
か
ら
の
来
賓
も
迎
え
３６

人
が
集
い
新
年
を
祝
っ
た
。

山
崎
照
彦
福
利
厚
生
部
委

員
長
の
司
会
で
開
会
。
年
頭

の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
藪
下

理
事
長
は
、
組
合
活
動
に
対

す
る
関
係
者
の
協
力
に
謝
意

を
述
べ
た
う
え
で
「
今
年
も

昨
年
同
様
Ｗ
Ｏ
Ｆ
の
出
展
商

社
に
声
を
か
け
、
多
く
の
参

加
を
い
た
だ
き
華
や
か
に
新

年
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
喜
び
を
表
し
た
。

続
け
て
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
大
幅
な
金
融
緩
和
は
株

高
、
円
安
の
状
況
を
も
た
ら

し
、
ま
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
日

本
人
３
人
が
受
賞
す
る
な
ど

い
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

し
か
し
４
月
の
消
費
税
増
税

以
降
、
消
費
の
回
復
に
は
至

ら
ず
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
総
選
挙
で
安
定
政

権
が
で
き
、地
方
の
活
性
化
、

中
小
企
業
の
活
性
化
を
と
は

い
う
も
の
の
、
業
界
に
は
そ

の
実
感
が
回
っ
て
こ
な
い
」

と
昨
年
を
振
り
返
っ
た
。
そ

の
う
え
で
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
ご
ろ
に
は
消
費
も
回

復
す
る
だ
ろ
う
と
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
観
測
も
あ
り
、

年
初
の
初
詣
や
デ
パ
ー
ト
の

賑
わ
い
を
み
る
と
、
少
し
は

良
く
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う

か
」
と
期
待
感
を
表
し
た
。

組
合
活
動
に
も
触
れ
「
昨

年
の
総
会
で
は
配
当
を
出
さ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
組
合
で

積
み
立
て
を
行
い
、
い
ず
れ

会
館
の
大
規
模
な
改
装
を
考

え
て
い
る
か
ら
で
、
相
互
扶

助
会
か
ら
の
寄
付
も
い
た
だ

い
て
い
る
」
と
長
期
的
な
組

合
活
動
の
拠
点
整
備
に
理
解

を
求
め
た
。
さ
ら
に
組
合
行

事
に
つ
い
て
「
組
合
員
の
懇

親
旅
行
を
従
来
の
４
月
か
ら

今
年
は
６
月
に
変
更
す
る
。

１０
月
の
総
会
、１２
月
の
納
会
、

１
月
の
新
年
会
、
４
月
の
め

が
ね
之
碑
法
要
、展
示
会（
Ｗ

Ｏ
Ｆ
）
、
そ
し
て
６
月
の
旅

行
と
、
年
間
を
通
し
て
バ
ラ

ン
ス
よ
く
行
事
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
し
た
。

Ｗ
Ｏ
Ｆ
は
昨
年
は
３
月
だ

っ
た
が
、
今
年
は
４
月
１５
日

・
１６
日
、
渋
谷
・
ヒ
カ
リ
エ

で
の
開
催
が
決
ま
っ
て
お
り

同
時
期
の
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
な
ど
青

山
・
渋
谷
地
域
で
の
展
示
会

と
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
藪
下
理
事
長
は
「
春
は

青
山
・
渋
谷
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
、
秋
は
Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
と
大
き

な
形
が
生
ま
れ
る
」
と
新
し

い
流
れ
に
期
待
し
て
あ
い
さ

つ
を
締
め
く
く
っ
た
。

来
賓
か
ら
は
、
�株
富
士
眼

鏡
機
械
製
作
所
の
高
津
社
長

が
「
Ｗ
Ｏ
Ｆ
と
は
古
く
か
ら

の
付
き
合
い
だ
が
、
客
の
研

究
な
ど
熱
心
で
地
方
と
は
違

う
と
感
じ
る
こ
と
も
多
い
。

組
合
の
努
力
が
実
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

テ
ー
シ
ー
ケ
ー
ス
�株
の
田

辺
強
代
表
取
締
役
が
「
実
感

を
伴
な
う
緩
や
か
な
景
気
回

復
を
願
う
」と
述
べ
て
乾
杯
。

来
賓
の
一
言
ス
ピ
ー
チ
が
あ

り
、
歓
談
が
続
き
、
関
義
昭

相
談
役
が
「
今
年
は
未
（
羊
）

年
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

津
々
浦
々
�
羊
々
�
と
頑
張

ろ
う
」と
中
締
め
を
行
っ
た
。

大
好
評
の
永
井
純

子
ジ
ュ
エ
リ
ー
展

（
公
社
）
日
本
ジ
ュ
エ
リ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
後
援
に

よ
る
【
宇
宙
・
地
球
‥
命
】

を
テ
ー
マ
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
永
井
純
子
ジ
ュ
エ

リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
１２
月

３
日
�水
～
９
日
�火
ま
で
、
銀

座
三
越
「
銀
座
ス
タ
イ
ル
サ

ロ
ン
ド
ジ
ュ
エ
リ
ー
Ｇ
―
ス

ペ
ー
ス
」
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
【
宇
宙
・
地

球
‥
命
】
を
テ
ー
マ
に
、
宇

宙
の
一
員
で
あ
る
人
類
が
手

に
す
る
地
球
の
宝
物
へ
の
思

い
を
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
託
し
た

宝
飾
ア
ー
ト
の
世
界
と
【
星

降
る
夜
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
】
と
題
し
、
カ
ジ
ュ
ア
ル

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
２
部
構
成
で
作
品

を
展
示
、
こ
の
他
に
も
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
品
も

用
意
さ
れ
て
い
た
。

動
向

１２
月
は
年
末
商
戦
向
け
に
作
り
の
注
文
と
同
時
に
、
ル
ビ
ー
・
サ

フ
ァ
イ
ア
の
材
料
も
の
の
動
き
が
良
か
っ
た
。
手
作
り
や
キ
ャ
ス
ト

の
加
工
が
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
タ
ン
ザ
ナ
イ
ト
は
１２
月
の
誕
生
石
と

し
て
認
知
さ
れ
て
、
中
石
サ
イ
ズ
が
良
く
売
れ
た
。
３
～
５
ct
が
主
流
で
大
き
い
も

の
は
１０
ct
ｕ
ｐ
も
今
月
は
良
く
売
れ
た
。

売れ筋ベスト１０

�１ サファイア

�２ タンザナイト

�３ ルビー

�４ パライバ・トルマリン

�５ エメラルド

�６ アクアマリン

�７ ガーネット

�８ トルマリン

�９ トパーズ

�１０ アメジスト

来
場
者
を
前
に
実
演
指
導

す
る
石
黒
昭
雄
会
長

伝
統
的
工
芸
品
展

石
黒
会
長
が
実
演

東
京
銀
器
伝
統
工
芸
士
会

（
石
黒
昭
雄
会
長
）
は
、
去

る
１２
月
１９
日
�金
・
２０
日
�土
・

２１
日
�日
の
３
日
間
文
京
区
役

所
ビ
ル
で
、
文
京
区
伝
統
工

芸
士
会
主
催
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
伝
統
的
工
芸
品
展
に
出
展

し
、
実
演
指
導
を
行
っ
た
。

＊２０１４年１２月の店頭販売（数量伸び率比較）調べ資

料提供＝�株セレナ

�０３―３８３４―５３０７

時計部品・工具・ベアーバンド

今 井 商 店
秋 田 市 山 王 新 町 ５ ― １２

〒０１０―０９５２ 電 話 ０１８―８６２―３３３１
ＦＡＸ ０１８―８６２―３６５５

２０１５年のスポーツ界の

一富士、二鷹、三茄子

一
「

錦

織

圭

」
二
「

松

山

英

樹

」
三
「

な

で

し

こ

」

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

重続は力なりで

一歩一歩前進！
木島理事長が力強く挨拶

１１２２月月のの色色石石ルルーースス

ＷＯＦ出展企業、政界からも参集

生
き
残

り
策
は

環
境
の
変
化
に
順
応

全全国国宝宝石石卸卸商商協協組組関関東東支支部部

東
京
貴
金
属
宝
飾
品
卸
協
同
組
合

新
年
会

シチズン

時
計
業
界
初
の
金
賞

エ
コ
マ
ー
ク
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
４
最
高
賞

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
２０１５
会
期
変
更

１０
月
６
日
～
８
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

「
昨
年
以
上
に
盛
大
に
」関
係
者
吉
兆
の
予
感

東東眼眼鏡鏡 華華ややかかにに新新年年会会

藪
下
理
事
長「
組
合
の
拠
点
整
備
に
理
解
を
」

��	
��	������	�（第三種郵便物認可）�	�����



�株桑山【小間番号：Ａ１―１９】

ダイヤモンドの高級感と輝きを最大限に生かしなが

ら、ディティールとトレンド感にこだわった、ジュエ

リー。大好評の「３６０°シャトン」の新作や、多機能

に使える「８Way」「スライドNC」等を充実させた。

�株廣畑【小間番号：Ｂ８―３９】

話題の高知県産血赤珊瑚。つやつやとした表面に、

赤い色がくっきりと浮かび上がる、とても美しく神秘

的な丸玉２０．６�１２g（（３．２匁）。それだけでも高品質間

違いなしだが、非常に濃い血赤色をしており、また傷、

フが無い３Ｓの超特級品。

�株アサヒジュエリー【小間番号：Ａ２１―２５】

一昨年、８０００万円のエメラルドネックレスを出品し、

めざましテレビをはじめ数々のメディアにとりあげら

れたアサヒジュエリー。今年は指輪が登場です。こち

らも３０カラットアップのエメラルドを使用している。

引地�株【小間番号：Ｂ１―１１】

最高級のクロコダイルレザーに、１万分の１～２�
の薄さまで引き延ばされた２４Ｋ本金箔を貼り合わせる

ことで、クロコダイルレザーのもつ力強い素材感と箔

本来の輝きを併せ持った他に類の無い素材ができあが

った。

�株カワサキ【小間番号：Ａ４―０２】

非加熱ビルマ産ピジョンブラッドルビーリング。『誕

生石ならルビーなの…」大ヒットソングはそう歌って

いるが、誕生石じゃなくても欲しくなるようなルビー

リングが、カワサキから登場。

MIRASTYLEJEWELLERYCO.,LTD．（香港）【小間

番号：Ｂ１３―２３】

ゴージャスなデザインのダイヤモンドジュエリー。

上品な輝きを放つダイヤモンドジュエリーは身に着け

る人の魅力を輝かせてくれる。一生もののジュエリー

にぜひ！

�有真優【小間番号：Ａ１７―２４】

アコヤ真珠といえば、その小ぶりなサイズが特徴。

小さなあこや貝には、大きな真珠を作ることがなかな

かできない。主流は６～８�といわれている。

�株東京シャミツソ商会【小間番号：Ａ８―２０】

ラーダイヤの中で、今回のIJTでよく見かけるのが

イエローダイヤモンド。ピンクの次は、イエローが流

行りそうな予感が。価格は非公開とのことだが、おそ

らく小売価格で１億円はくだらないのでは？

DERMOND(THAILAND)CO.,LTD．（タイ）【小間番

号：Ａ８―３３】

タイのDERMONDからは誰もが夢をみたお姫様の

世界を表現したティアラ、指輪、ペンダントが出展！

０．２カラットのダイヤから１カラット以上のダイヤま

で多種多様。

第
２６
回 国 際 宝 飾 展
輝き満載�出展商品ニュース

こだわりシャトン

１０８０万円！の血赤珊瑚丸玉

５０００万円のエメラルドの指輪！

世界初！２４Ｋ本金箔クロコダイルレザーバッグ

誕生石じゃなくても欲しくなる、ルビーの指輪

老舗の高級ダイヤモンドジュエリー

あこや真珠の限界！１１mm珠のネックレス

宝くじ級の希少率！５カラットのイエローダイヤ

お姫様の世界を見事に再現
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